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⽜乳房炎の予防（環境衛⽣、ワクチン等）  

乳房炎の予防は、乳房炎を引き起こす原因となる微生物をできるだけ環境か

ら排除し、牛体、特に乳器を乾燥させて清潔に保つことが基本となる[35]。その

他、牛へのストレスを環境から低減させる、栄養を充足させて牛の健康を保つ、

正しい搾乳器の整備と搾乳作業を習慣づけるなども乳房炎を予防する上で重要

な対策となる[36]。ただし、これらを単独で実施してもその予防効果は限定的に

なり易いことから、考えられる対策を総合的に実施することで相乗的に高い予防

効果が得られることを理解することが重要である。 

この章では、加えて乳房炎予防対策の一つとして有用である乳房炎ワクチン

の使用を取り上げ、ワクチンによる予防あるいは重篤化の阻止の機序、現在あ

る乳房炎ワクチンの使用実例を紹介する。担当する牧場の乳房炎予防対策の

一つとしてワクチンの使用を検討する際の参考にしてほしい。 

 

１．ワクチンによる予防あるいは重篤化の阻止の機序 

疾病予防のワクチンには、大きく分けて不活化ワクチンと生ワクチンの２種が

ある。不活化ワクチンは、感染微生物の構成成分やその一部あるいはそれらが

産生する毒素（トキシン）の毒性をなくしたトキソイドをワクチン抗原とし、それら

を持つ病原体を中和する抗体を産生する免疫（液性免疫）が誘導できるのが特

徴である。不活化ワクチンを接種した場合、実際にその抗原を持った細菌が感

染してきた時にその中和抗体が微生物あるいは毒素を中和して感染を阻止する

機序を持つ。一方、生ワクチンはその病気の原因となる病原体の病原性を弱め

た弱毒化病原体をワクチン抗原とするものであり、ワクチン接種により自然にそ

の病気にかかった状態と同じような免疫（細胞性免疫）が誘導できるのが特徴で

ある。生ワクチンを接種した場合、特に細胞内で増えるウイルスの感染では、細

胞内にウイルスを中和する抗体が入れないことから、感染した細胞自体を除去

する作用やインターフェロンなどの抗ウイルス作用のあるサイトカインを産生す
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る細胞性免疫を誘導する生ワクチンが有効となる。細菌の感染であってもウイ

ルスのように細胞内で増殖する菌種では、細胞性免疫が誘導される生ワクチン

が有効となる場合もある[37]。 

またワクチンには、接種や投与する経路、すなわち皮下や筋肉内へ接種する

注射型ワクチンと、粘膜面に投与する粘膜型ワクチンとがある。注射型ワクチン

では主に血中に抗原特異的な IgG 抗体を産生する全身免疫系の免疫反応が誘

導されやすく、粘膜型ワクチンでは血中の抗原特異的な IgG 抗体の産生に加え

て粘膜面に抗原特異的な IgA 抗体を産生する粘膜免疫系の免疫反応が誘導さ

れやすい。感染症によってどちらの免疫系を誘導するのがワクチンとして有効で

あるかは病原体が感染する場所や組織内で生息する部位などによって異なる。 

 

２．世界および日本の乳房炎ワクチンの使用状況 

 これまでに世界で開発された乳房炎ワクチンの多くは、乳房炎の主な原因菌

となっているブドウ球菌や大腸菌などの細菌（死菌抗原）や菌体構成成分の一

部をワクチン抗原とした注射型の不活化のワクチンである。世界では乳房炎の

予防対策の一つとして、牛群の感染状況に応じてこれらのワクチンを選択して投

与している地域もある。日本では、国内で開発された乳房炎ワクチンはないが、

世界で開発された乳房炎ワクチンのうちの１剤が承認されている。平成 28 年に

使用できるようになり（黄色ブドウ球菌、大腸菌群及びコアグラーゼ陰性ブドウ

球菌（CNS）による臨床型乳房炎が対象）、臨床現場での使用における効果が

報告されている[38]。 

  

３．日本における乳房炎ワクチンの臨床試験の実例 

国内の妊娠牛を用いて日本で行ったワクチンの臨床試験の例では、安全性と

有効性の検証が行われている。安全性の評価では、ワクチン接種群とワクチン

非接種群（対照群）との間に差は認められておらず、使用による異常は認められ
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ていない。有効性については、①ワクチン接種による抗体価の推移、②臨床型

乳房炎の発生数（率）、③乳房炎罹患時の臨床症状と乳汁異常のスコア、④

治癒率と死廃率が検証されている[39]。 

①ワクチン接種による抗体価の推移は、ワクチネーション後有効性を示す有

効抗体価が維持されることが確認されている。②臨床型乳房炎の発生数（率）

は、ワクチン接種群と対照群間に有意な差は認められないが、臨床型乳房炎発

症牛における罹患分房数（率）では、ワクチン接種群において罹患分房数(率)が

有意に少ないことが示されている（表 11）。 

 

  表 11. ⻩⾊ブドウ球菌、⼤腸菌群及び CNS による臨床型乳房炎 

      発症⽜における罹患分房数（率） 

                                             *：群間で有意差あり（p<0.05） 

 

③乳房炎罹患時の臨床症状と乳汁異常のスコアでは、ワクチン接種群にお

いて臨床症状および乳汁性状ともに低いスコアであり、乳房炎に罹患してもより

健常に近い病状にあることが示された。④治癒率と死廃率ではワクチン接種群

での治癒率が高い傾向が認められ、臨床型乳房炎を発症して死亡・廃用となっ

た割合（死廃率）も、ワクチン接種群での死廃率が 0%であったが、対照群では重

篤な症状で死亡・廃用となった症例もあったことが示された（表 12）。 

 

表 12. ⻩⾊ブドウ球菌、⼤腸菌群及び CNS による臨床型乳房炎 

      発症⽜における治癒及び死廃頭数（率） 

1)：  1 頭は試験期間中には完治せず 
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４．日本における乳房炎ワクチンの野外使用の実例 

野外使用の１事例について紹介する。ある農場ではここ数年クレブシエラ乳

房炎が問題であり、平成 28 年 10 月からワクチンの接種を開始した。細菌同定

を実施した乳房炎のうち、乳房炎ワクチン対象疾病割合は平成 25 年が 73.3％、

平成 26 年が 77.3％、平成 27 年が 80.0％、平成 28 年が 72.7％、平成 29 年は

45.5％であり、ワクチン接種により乳房炎発生率が減少したことが示されている

（図 31）。 

 

図 31. 乳房炎の細菌同定検査結果とワクチン対象疾病割合 

 

乳房炎の予防は、さまざまな角度からおさえるべき対策が多々ある。ワクチン

の使用は個々の農場の牛群の状況を鑑みて判断をするべきであるが、適正に

ワクチンを使用することで一定の乳房炎防除効果が得られている臨床現場での

実例も示されはじめている。日本でも乳房炎ワクチンの使用が始まり、今後はワ

クチンの使用も乳房炎予防対策の一つになるものと考えられる。 
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おわりに 

本ガイドブックは、農林水産省「抗菌性物質薬剤耐性評価情報整備

委託事業（平成 27～29 年度）」において調査した牛乳房炎に対する抗

菌剤の使用実態、治療効果、分離菌に対する薬剤感受性データに基

づき、牛乳房炎治療における適切な抗菌剤使用に関する考え方を提案

し、臨床現場に普及することを目的として作成された。このたび、薬剤

感受性試験の判定基準を改訂した第 1.1 版を作成した。手軽に利用で

きるガイドブックとして、診療にも携帯し利用していただきたい。 

本ガイドブックが、抗菌剤の更なる慎重使用に向けて、適切な抗菌

剤の選択ならびに治療計画の一助になれば幸いである。 
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改訂履歴 

版数 発行年月 改定箇所 改定内容 

第１版 平成 30 年３月  初版発行 

第 1.1 版 令和６年 11 月 P8-9, 11, P14

図 19・20 

Prototheca zopfii を

Prototheca bovis に修正 

  P16-17 表２ 薬剤感受性判定基準改定 

 

 

   



 
51 

 

 


